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• 背景

• インフラと貧困削減・経済社会開発

• インフラ整備が開発促進に資するための要
件

– 発展段階に応じたインフラ整備

– 適正規模・質のインフラ整備

– 経済・財務、環境配慮、社会配慮のシナジー
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日本が大規模インフラを支援してきた
背景

• 借款が多い
– 多額の長期資金の投入が可能

– 直接・間接に収益性のあるプロジェクト

• アジアを重点に支援してきた
– 借款を受け入れる返済・実施能力

– 大規模インフラ整備を必要とする発展段階

• 日本の経験
– 政策金融を通じてインフラに集中的に投資

– 世銀借款の利用

大規模インフラ中心の援助に対する
批判

• 貧困削減に対する寄与が小さい

• 地域住民の生活向上に寄与しない

– 大ダム、幹線道路

• 環境破壊を引き起こす
– Localな地域の環境問題

– Globalな地球規模環境問題（例：工業化・モータ

リゼーションの促進→ＣＯ２の増大）
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大規模インフラが貧困削減・経済社会
開発に資するメカニズム

① 直接的影響：教育雇用機会の拡大、所得
の増加、生活の質の向上

② 間接的影響：経済成長の促進、国富の増
加、国民所得・生活の向上

③ ②は①を持続させるためにも必要

④ インフラ整備に伴う負の影響（社会・環境）
の軽減をいかに図るか
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インフラと経済開発

• インフラの整備水準は一人当たりＧＤＰと相
関が高い

• インフラの整備水準の指標

– インフラストック

– 物理的指標（道路延長・発電量・普及率など）
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インフラと社会開発

• インフラの整備水準は社会開発指標とも相関
が高い

• 社会開発指標

– 人間開発指標

– ジェンダー開発指標

– 貧困率

– 乳児死亡率
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インフラ整備が開発促進に
資するための要件

• 発展段階に応じたインフラ整備

• 適正規模・質のインフラ整備

• 経済・財務、環境配慮、社会配慮のシナジー

発展段階に応じたインフラの構成

–ＢＨＮ：上水・衛生

–産業構造：灌漑→エネルギー・交通・通信

–モータリゼーション



11



12



13

適正規模のインフラ整備

• 基本的な問い（道路を例に）

• 一国の必要な道路延長はどれだけか？

• 一国の必要な道路延長は何によって決まるのか？

• 発展段階に応じた整備水準

• 国土の形態、経済構造、モータリゼーションなどの違い

は考慮しなくてよいのか？

• 経済効率性のみによって定まるのか？

格差是正、貧困削減・・・・

国土の形態の違い：
国土係数＝√(人口・国土面積)

国土係数あたりの舗装道路延長
=ƒ(一人当たりＧＤＰ、産業構造、

モータリゼーション）
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国土係数当たり舗装延長(km/r(km2*千人))
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インフラ整備水準と所得の地域格差の推移
(戦後の日本の経験）

・戦後の日本の発展過程の中で所得格差は1960年頃をピーク

とするクズネッツの逆Ｕ字をたどった。

・地域格差はどのような経緯をたどったのか？

・インフラの整備水準の地域格差はどのような経緯を辿ったのか？

・経済インフラと社会インフラでは、辿った経緯に違いがあったのか？

・途上国の開発戦略に対する含意は？
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途上国の開発戦略に関する含意

• わが国は戦後の復興、経済成長の過程の中
で、経済インフラの整備が成長を牽引してき
たと同時に、地域格差の是正も先導してきた

• 社会インフラの整備は成長の牽引役ではなく、
成長の果実として整備され、所得の地域格差
是正をさらに補強して真の地域格差是正に
寄与してきた

経済・財務配慮、環境配慮、社会配慮
のシナジー

• トレードオフ
– 経済・財務配慮と社会配慮：社会政策との混同

– 社会配慮と環境配慮：不適正技術

– 経済・財務配慮と環境配慮：環境政策のコスト

• シナジー
– 安全性向上

– 適正料金

– 運営・維持管理の適正化

– 民間の経営ノウハウ
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ご清聴ありがとうございました


